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砂　地　に　対　す　る　牧　草　導　入　試　験

A
「 功

（青森県零式）

1．ま：えがき

脊森蝿にかける草地農業を椎准するために打．樗術的

忙解決を追号られているいくつかの問題がある．その1

つに低レ、利用匿のまま放暦されている牧野の開発がある

隼者任．今後開発を予想されるが・現在・あまり利用

されていない屏風山の砂丘地だ対する草地化に関する資

料を掛るため．牧草導入試験を昭和36年より昭和38

年までの3ケ年間にわたって実姉したところ．若干の知

兄を得たのでその概聾を報告する・

2．試　験　方　法

1．試験場所の概況

試験場所は青森県の西海岸に分布し・一般に屏風山

と呼ばれろ計請かよそ7500ha（南北約28‰・東

西…～4伽の西北灯細長い地域）の砂丘地で・その地表

下にけネ透水屑が走っているため湿鮪と乾燥地が交銘し

ている．従って．そこ忙佐官する椀物群も湿生析物と乾

生柄物の2許が混在し，複雑な様相を呈する・

明1雫　　供試圃椀の土壌斬面図
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本的城の気象条件は汎気候的には東北地方の日本海津

卿の現候特僅々示すとJt【仁．砂丘叫帯に共通した句象特

性を示すと考えられる．年降水常は1，3nO mm内外で

5月～10月の平年合計降水故は700mm前後である

5月～ln月までの平年日照時間は約1，nnO時間．本

地域の最多風向は冬期間はWNWの季節風が卓越し．平

均風津は4・5m／8以上．又，夏期はSWの方向の風が

多く．平均乳頭は3m／0内外である．平均初霜日は10

月31日～11月15日．平均終電け4月20日～4月

25日である．

供試圃場の土用断面図及び土鳩の月日と学分析成縄は椚

1秦及び耶2表のとおりである．

2・供試葺稀及び席料羅比和諸表のとおり．散混播と

し・施肥憶は勘4表のとおりである．試法科車の1区面積

は111m才で．針区制．乱塊法とした．
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布目爽　快試草梢及び捕縄㌫：

草　　　　　 挿 嬉 挿 騒 （ k9 ．／ l n a ）

オ ー チ ヤ ー ド グ ラ ス 1． 8

ウ イ ー ビ ン グ ラ ブ グ ラス 1 ．0

レ ッ ドフ ェ ス タ 1 ． 0

ケ ／ ク ッ キ ー 3 1 7 エ ク ス 1 ．∩

ラ ジ ノ ク ロ ーパ 口． 5

レ∵／ ドク ロ ー バ ー 0 ．り

凱4表　施肥瑞（K9／10a）

肥　　 料 基　 肥 追　 肥

炭　 カ　 ル 1 （1 0

N （成 分 ） 8．7 2．1

p 一〇，（成 分 ） 5．6 豆．持

K ，0 （成分 ） 5．2 2．1

（証）追肥は刈取り毎に施用

汰　試験区の構成

試験l貫け第5熟で示すとかり．防風柵の有無により防風

珊革帯怪と防風柵無敵一打．区のゴつに大別し・こ＝れ不二∴斜で

深さ1nCm仲lて耕持した終・師肥僻地して・その手りて11や

塵鵠R‥し．た対照区．痛挿し元柚子をl　〟当り　‖〔クの士で

伊土鈴拝した紳士lヌ及び湘軍終輸わらを日1〟当ク15鴫

で移った日伊区から哺成子れる・

豹5表　試瞬区の構成
春挿：昭和36年代
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R6．日　秋播：昭 36年9日7R

対照区

鍬で深さl rl珊付に耕解した碓・施肝

整地し播押鋳圧した区・

覆土区

播種した碍子をl n m当りゴ∩旬の

士で謬士鎮圧した区．伸し．供横叫の火

山灰土塊の電ぼくを便閂．

日謬区

播種鋳圧した種子の上にl nけ声1り

15Kタの稲わらで好い．それを癖坤後ゴ

週間して取除いた区．

j∑

、対照区

耕土環

しま　日抒区

（託）防風柵は播種年次だけで翌春除去した・

5．試　験　括　黒

番播3ヶ年及び秋播ゴヶ年の成績の鱒好け次のとおり

である．lll！ち．mR夷に示されろように・

1．春播にかける防風冊．禄勘耳1防風珊無設置区より

生首収相にかいて第千摩れていたが．粒体で托・逆に防

風岬許ご′fl耳が≡：′∫■凧納車相称ズ上り牛苛収；・；二に五・いて劣っ

てい1．しかした・1：ら．じい軋柵の・顎細でついて打．春席

並びに秋播いずれの訝埠区に．かいでも顔重な処理の効果

考認めなかった．

和　衷　牛革収帝（晦／108）
春　　播

昭 和 佃

年 合 計

収 量

絹 和 8 7

年 合 計

収 丑

：荘 相 場

牢 合 言十

収 量

昭 和約 ・一

3 8 年 合

i汁収 量

収 量

楕 故

l巧 l軋

柵 ．竜で

慣

印 判 草 M は ．n 2 ．鳩 7．〔 2 ．円之8 ．↓ 5．鋸は．1 l n ll
琴 芝二だ 二言2

1 ．可動川 l 叫 8 9

C ．川 ．1 年

申 十 l十 H 2 ∩，∩ 2 ．バ13 ．7 8 ．m 帽J 7．3 洲 ．1 1 2 3

日 揮 亘 7 5 1 ．∩ 2 刈 I7 ．1 3 ．1 t用 ．a 0 ．7 21 ．1 1 1 11
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和 土 区 1．n 2 7．11 2 ．8 7 4．† 2 ．8 7札 0 6 ．77 9 ．† 1 1 8

日 呼 戻 帰り．n 2 ．鴫14 ．1 2 ．鵠56 ．7 6 ．15 8 ．1 l n 7
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収 量
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収 徴
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計 収 ‾F技

収 量

指 数

顆 吼
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置

対 照 区 2 2 ．†8 11．∩ 8 ．8 5 7 ，〔 0 ．1 叩 ，∩ l n ll 粥 1 日 急事

Ⅰ・g 帯 崇 で ……，
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抑 士 区 鶏．講和 ．a 8 ．仰叩 ．朽 7．的l均．リ 1 1 9
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日印 F み．約 8 ．∩ ＄．5 5 0 ．3 8 ．7 相 ．＄ l l tI

2．各処環の年貢収最の比較では．播種期に関係をく

渾士供用区が噂も伊か．次いで稲わらによる日揮飢環区

対鱒区の順であった．

符17奉　収苛の革稚別重骨比
蘇　硝

昭 和 R 6 年 ■T′持個 †年 昭 和 8 8 年

防

l

対 叩 lヌ

雷 ● ％
0 ．0　 1．∩ が ．2 7 8．5

凧

紳

W ．L　 g p．∩ 7 9 ．8 2 1．l

K ．1 1　 － n 8＿l

押　 ヒ区
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1く

明

W ．L　 脚 ．2 7 9，2 l tl．l

K ．講1 － ∩ 1．8

H l叫 こす

1 ．8　 1．1 2 ∩．8 †9．付

W ．L　 購 ．9 7 0．t 1 7．1

K ．8 1　 － n 8．R

対 rI’＝ f

0 ．u　 〔．9 2 7．8 7 8．朽

．L　 tlD．1 7 2．▲ 2 ∩．l

‡耳
＿．R l － ll 1，n

師　 卜区

．け　 1，5 ：1 4．月 8 8．5
抑 L L　 的 ．5 H 5．ま 1 0．5

年

子rL

く．鵠1　 － ∩ 爪

円　さ■＝ 草

0 ．け　 1．∩ a 4，膏 8 8．1

W　 L　 湘　 ∩ 怜5 4 1 8 5
債 K ．：1 1 ⊥

ll n，l

（請）0．0：オーチヤード〝ラス
’〝．L：ウイービングラググラス

K．81：ケンタッキー：ll　フェスタ
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昭 和 鶉 7 年 HR ln ：用 牢

F方
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K ．B l　　 rl 8．5

防

風

柵

対 照 区

0 ．0　　　 0 2＿n 9　7．∩

W ．L　　　　 8．の 1．h

K ．濾1　　 11 1．1

門：t I十

0 ．8　　　 り8．∩ り7．2

無 W ．L　　　 4．11 1．0

設

慣

K ．：1 1　　 ∩ tI．q

日　 稗 区

0 ．0　　　 0 0．2 9　5．5

W ．L　　　 o．8 1．8

K ．訪l　　 n 8．2

（話）〇・〇：オーチヤードグラス
W．L：ウイービングラブグラス

K．31：ケ／タグキーHlフェスク

諷　供試筆種については．春痛の損ね．繕種後2年目寸

ではウイーピソグラブグラスが．オーチャートグラス．ケ

ンタッキー31フェスタ等を抑えて優占していたが．播種

後3年では．逆に∴オーチャートグラスの桐生比率がその

過半（7　～8n馬　を占め．優占稽となってレ1ることが

認められた．

秋燐の場合は痛絹当年から終始オーチャートグラスが

他の草種を抑え．植生出番でその過半（約90％）を占

め捜占稚となっているのが認められた．

第8表　　草　丈　（昭和38屯）

春　　繍　　　　　　　　　　秋　　播

収　 穫　 期

5 即 1 n 日
7 月

2 ∩8

1 1 月

↓8

珊

」『

掛

対 照区

r■ 亡11 亡■
0 ．q　 用 5 バ4 ∩ 2 2 5

W ．L　 牙1．5 7 4＿11 鶉8．∩

K ．鶉1 5 2 1

胃士 区

0 ．け　 7 2．8 8 2＿∩ 2 2 ：1

W ．L　 鉢 ．n 8 1．H a 7．M

没

債

し．只l 相 法 － －

日 冊区

0 ．q 【員．† 7 4月 2 2＿5

W ．し ま6 1 7 7．1 H R．l

K ．H l 堵 l

6万

喝

柵

幸†吼 軍

つ．け　 5 8．0 嶋2 ．仇 2 4．9

W ．L　 引用 7 4 リ ：1 7．1

K ．洪1 ●5，7
－ －

押 士区

0 ．q　 62 2 尺2 8 3 5．代

吼 し ％ ■ 8 2 1 弐8．8

無

没

K ．滝1　 －

日伊区

0 ．q　 5 8．7 8 3．8 2 4．8

贋 町．L が ．p 8 日12 A B．八

K ．鶉l 鴇8．椚

5月Rn 8
7月

2 nH

帽 r■
つ．q 1 7．p T l J

対 鱒区 】W ．！． 17．5 l R．q

K ．：11 日 牒 ハ2 n

；滞 士区
0 ，ト　代用＿リ 膏IL沃

W ．L　 払 ：l 2 2 リ

K ．：ll l咽．5 2 1．鵠

日蹄区

0 ．q　 n 8．1 7 1 5

W ．L llI．I 5 4．2

K ．れ　 ㍑ 2 a tl．ll

対照 区

0 ．け　 州 ．R 用 ∩

W ．L　 川 ．8 鵠7．∩

K ．笥l － I 4 I

押 士区

0 ．0　 ■門川 丁｝士

Wリ． 鯛 ．州 2 g．け

K ．：11 即日 8 日．11

日野区

′1．0　 7 4，暮 7 R欄

W ．1∫　2用牒 2 1．2
K ．鵠1 5 m．5 2 4．0

（稚）　0．8：オー手ヤード〆ラス

W．L：ウイービングラブグラス

K．Hl：ケンタッキーHlフェスク

耶R栗打．阿和38年lておける刈取凱別の各研環の草

丈を掲げたものである．

4．む　　ナ　　び

昭和36年から昭和38年までの3ケ年間にわたる屏

風山の砂州に対する牧草漢人方法及び導入茸種について

吟射した桔果・匿嵐山地域の自然環穣条件．嗅葺収t及

び楕年貢厨香梧果．家畜の嗜好性等から考慮して．播種期

は．凰蝕の危険の補い寿明を避けて秋嬢とするのが望t

LM．ただし．軟体であっても同時に広範囲にわたって

絨起する場合は．凰蝕を助長する危険があるので凰蝕を

回避するために何らかの防風対策（可能であれば揮士処

理を施すことが望ましい）を慎すべきである．

導入孝和としては．オーチャートグラスを主に耐暑性

のつよい首坤を混俸されることが望ましい．
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青森U．し：昭祁：15軍医屏風山的域開発謂有職祭事


